
　　　として選定

２　審査の基準

（１）類似業務の経験や専門知識等 【判定】問題あり・問題なし

（２）業務実施能力・体制 【判定】問題あり・問題なし

（３）経営状況 【判定】問題あり・問題なし

・　経営状況に問題はないか

令和８年度「市町村らしさ」発見・発信支援業務に係る

企画提案選定の手順及び審査の基準（参加資格審査）

１　選定の手順

（１）審査委員会事務局による申請内容の審査（書面審査）

（２）審査結果により企画提案公募への参加者を選定

　　○　公募要領「３」に記載された応募資格の確認

　　○　下記審査基準の各項目を審査

　　○　すべての項目で「問題なし」と判断された参加申込者を、企画提案公募への参加者

・　本業務に関連する専門知識やノウハウ等の蓄積があるか

・　本事業に類似する業務の実施経験があるか

　　　・　コンプライアンスや情報管理を適確に行い、本事業を確実かつ効果的に実施する体制を備えているか
　　　　　（他社との連携体制を含む）



１　選定の手順

（１）審査委員による申請内容の審査

（２）審査結果により委託候補者を選定

　審査委員の審査点を合計して総合点を算出し、得点の多い順に委託候補者として選定する。

２　審査の基準

審査項目 評価点
（10点満点）

係数 配点
（評価点×係数）

Ⅰ　内容点

ア　業務に対する理解度

・　本業務の趣旨・目的を十分に理解した上で、全体の企画コンセプトが示されているか
・　「山梨の文化的テロワール」に対する理解があるか 10 2 20

イ　企画提案内容

（１）「市町村らしさ」の発見・言語化に向けた支援

以下について、適切な提案がなされているか。
・５町村が主体的に地域特性・価値を整理できるワークショップ設計となっているか
・現地ワークショップ（３回×５町村）の進行支援・ファシリテーション方法が具体的か
・地域資源の棚卸しや価値の言語化（コピー・ストーリー化）支援が的確か
・中間・最終報告に向けた資料作成支援の内容が明確か
・成果を今後活用可能な「地域の資産」として整理・共有する視点が示されているか

10 4 40

（２）町村職員向け研修会（リーダー研修）の開催支援

以下について、適切な提案がなされているか。
・ワークショップ運営を担う職員の育成を目的とした研修内容となっているか
・ファシリテーションや成果整理のポイントが分かりやすく整理されているか

10 1 10

（３）キックオフ・中間・最終発表会の開催支援

以下について、適切な提案がなされているか。
・各発表会の目的に沿った進行支援が整理されているか
・円滑な運営を見据えた現実的な支援内容となっているか

10 2 20

ウ　業務実施計画

・　業務の実施スケジュールに実現性があるか
・　実施手順が効果的であるか 10 1 10

エ　評価指標（ＫＰＩ）

・　適切なＫＰＩが設定されているか 10 1 10

オ　業務実施体制

・　コンプライアンスや情報管理を適確に行い、本事業を確実かつ効果的に実施する体制を
 備えているか（他社との連携体制を含む） 10 1 10

カ　過去の実績・類似する業務の経験・専門知識

・　専門的・技術的な知見を有し、ノウハウを活かすことが期待できるか 10 1 10

Ⅱ　価格点

10

審査点 140

・　審査委員の２名以上が評価点２点以下とした審査項目が１つ以上ある場合
・　審査委員の２名以上が審査点を７０点未満とした場合

・　配点×応募者中の最低価格／提案者の価格
 ※　小数点以下第１位で四捨五入

令和８年度「市町村らしさ」発見・発信支援業務に係る

企画提案選定の手順及び審査の基準（企画提案審査）

○  「２ 審査の基準」に示す内容点各項目の得点（審査委員の評価点に係数を乗じて算出する）と
価格点を合計したものを審査点（１４０点満点）とする。

○

○ 　総合点が同じ場合は、審査委員の多数決により順位を決定する。ただし、次のいずれかに該当
する場合は順位にかかわらず委託候補者としない。


